
～適切な対応をしよう～ 

■徘徊とは？ 

目的もなく、ただふらふらと歩いていること。 

しかし、 

本人には徘徊している理由と目的があります！ 

例：定年退職したのに、 

勤めていた会社に出社しようとする。 

原因⇒記憶障害で現状を忘れてしまい、 

過去の習慣を再現しようとしている。 

【本人はいつも通りの生活のつもりです。】 

■どうすればいい？ 

・「お茶にしませんか？」 などと気をそらす。 

・1人にせず、一緒に出かける。 

■もし行方不明になってしまったら？ 

・自力で捜索せず、すぐに警察に連絡する。 

・立ち寄りやすい場所や交通機関・公園などをさがす。 

■徘徊のリスクを減らす方法 

「徘徊」を止めることは難しいです。 

周りが見守りながら安全な外出に変えていきましょう。 
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